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３）既存施設・植栽の保全、活用の方針 

②植栽 
植栽現況調査結果を踏まえて植栽場所と樹種構成により植栽区を設定し、各植栽区の保存、間伐、補植の３つの視点から以下の通り再整備を行う。 

  
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※仙台市役所は建替え後のレイアウトとしている。 
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４）空間構成計画と動線計画 

    新本庁舎敷地内広場や周辺道路との連携や連続性を意識した公園全体の空間構成や動線を設定する。 
① 空間構成計画 

勾当台地区を貫く二本の南北軸（広場とまちの軸、段丘のみどり軸）の取り込み、新本庁舎敷地内広場、表小路線やつなぎ横丁、定禅寺通など周辺との一体性を意識して、各空間の性格付けと機能内容を検討し、各広場の空間構成とする。 
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４）空間構成計画と動線計画 

② 動線計画 

地下鉄出入口の位置と向きを意識しつつ、３つの広場へのアクセス動線と空間構成を踏まえて、周辺地区も含めた動線計画とする。勾当台公園の各広場と新本庁舎敷地内広場は主要動線によって結ばれ、この主要動線は周辺街区へと広がる

地区動線に接続する。 
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５）施設配置計画   

新本庁舎敷地内広場や周辺道路との連携や連続性の意識が必要とされる、公園サイン、照明について施設配置計画を定める。 
   ①公園サイン 

新本庁舎を含む勾当台地区へのアクセスの起点となる地下鉄出入口やバス停の立地及び地区

内での歩行動線を踏まえ、案内誘導のための各種案内施設を配置するものとする。 
案内施設としては、案内誘導の目的、内容により以下の４種類とする。 
 
・公園案内サイン 

公園平面図により、主要施設の名称、位置、形状などを示した案内サイン。 
勾当台公園は３つの広場に分かれており、広場ごとの平面図表示を基本とする。 
必要に応じてイベントなど情報告知板を併設する。 

  本公園の歴史や自然資源等の魅力情報を発信する。 
 
・地区案内サイン 

周辺地区との結節点となる広場の出入口に設置する案内サインで、公園を含む周辺一帯の

街区地図により、新本庁舎、定禅寺通、商店街区や公共施設、バス停など交通施設、街路な

ど周辺街区情報を表示した案内板。 
※周辺街区案内の範囲、内容、デザインについては、新本庁舎建替えや勾当台・定禅寺通エ

リアマネジメントの取り組みとの整合や統一性を図る必要がある。 
 
・誘導案内サイン 

公園施設及び直近の周辺公共施設へのアクセス方向を示した誘導サイン。 
案内対象とする施設については、本サイン設置場所確定後に再整備設計において検討する。 

 
・園名板 

公園名称、広場名称を記した名板。 
既存の園名板がある場合は出入口の改修に合わせ移設活用する。 
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５）施設配置計画 

②照明 

夜間でも人々が快適に過ごせるよう、不安のない明るさを確保し公園の奥行きや広がりなどの空間特性が分かるような照明（基本照明）や、ライトアップなどの立体的な光により夜間ならではの公園の魅力を引き出す照明（演出照明）

を併せ持った照明計画により、公園の利用価値の向上や、照明環境が向上することで夜間の安心・安全にもつなげる。 
 
<基本照明> 

園内すべてを明るく照らすのではなく、安全・防犯のための照度を確保することを基本としつ

つ、各広場の性格付けに配慮した照明とする。 
 

<演出照明> 
各広場を特徴づける壁泉、彫像、石積などのライトアップ照明などにより各広場の性格を際

立たせる演出照明を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
照明計画の方向性 
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６）公園管理運営に関する検討事項   

仙台市役所本庁舎低層部等公民連携検討会では新本庁舎（低層部・敷地内広場）や表小路線、勾当台公園にぎわいの広場（市民広場）、つなぎ横丁を一体的利活用を目指すエリアとして民間活力や公民連携などの導入により、利用者にとって柔軟

な利活用を可能とすることとしている。勾当台公園では各広場における民間施設の業態や導入、施設の利用方法や運営手法を今後検討することとしており、にぎわいの広場だけではなくいこいの広場及びかたらいの広場においてもこの一体的利活用を

目指すエリアと連携可能な運営手法を検討する。これらの民間活力や公民連携の展開等により、地区のブランディングを強化し、良好な環境や地域の価値を向上させ、未来へと継承する。 
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７）整備年次計画 
 

●基本的な考え方 

勾当台公園は多種多様なイベント会場として年間２７０日程度利用されている公園であり、イベントなど

の利用が継続できるように、段階的に３つの広場の再整備工事を実施する。 
     

●段階的年次計画概要 

・再整備工事範囲、工種も多岐にわたることから、長期間の工事となるため第１期工事と第２期工事に区

分した段階的再整備工事とする。 
・公園利用と周辺事業との連携などに配慮して、各期各年次の工事範囲を検討する。 
・第１期は、令和６年度から「にぎわいの広場（市民広場）」の代替広場として、「いこいの広場」下段部の

一部に設ける仮設広場の工事を行い、仮設広場完成後に「にぎわいの広場」と「かたらいの広場」を対象

に令和７年度から令和９年度にわたって再整備工事を実施する。 
・第２期は、令和１０年度から「いこいの広場」の再整備工事を実施する。 
 
 

●各年度の再整備工事範囲案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

●勾当台公園再整備及び関連事業スケジュール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ※仮設広場：にぎわいの広場（市民広場）の工事中に使えなくなるイベント等スペースの代替地としていこいの広場の下段部に一時的に設

ける広場 

 

表⼩路線・
 つなぎ横丁

定禅寺通

年 度

市
役
所
本
庁
舎
供
⽤
開
始
︵

第
Ⅰ
期
︶

R4 R5 R6 R7 R8 R9

勾当台公園

※仮設広場

本庁舎

市
役
所
本
庁
舎
供
⽤
開
始
︵

第
Ⅱ
期
︶

R10 R11 R12 R13

基本計画 基本設計

設計 ⼯事

実施設計

解体 第Ⅰ期⼯事

にぎわいの広場⼯事

第Ⅱ期⼯事

実施設計

いこいの広場⼯事

かたらいの広場⼯事

検討・設計 ⼯事

測量調査設計 ⼯事
⽅針策定

★

仮設広場供⽤
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参考資料 

公園現況の把握分析 
１） 現況施設・植栽 

①彫刻など施設現況 

 

 
 

<にぎわいの広場の施設現況> 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

公園内に設置されているベンチ、彫刻などの施設現況調査結果の詳細について広場ごとにまとめたものを以下に示す。 
野外ステージや売店、トイレなどの建築施設は老朽化により機能、設備面に支障をきたしているが、ベンチやプランターなどファニチャーの不具合は一部に限られていた。 
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<いこいの広場の施設現況> 
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<歴史の広場の施設現況> 
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